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地方政治の現状
（個別課題）

財政健全化、議会改革、市民参画、情報共有
説明責任、内部統制、少子高齢化、雇用拡大

政治への信頼、地域への愛着・誇り
（本質的因果関係）

御用聞き、啓発、コンプライアンス
地域ブランディング、シビルプライド

今後のあるべき姿
（結論）

地方分権により明確化される自己責任
政治と有権者間の直接的な距離関係
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有権者と政治家の間にある問題
意識の大きな差は拡大方向へと

政治家：情報発信の不作為
　　　　無責任な政治判断
有権者：政治への無関心
　　　　無責任な権利主張

有権者に阿る政治が
善とされている実情

制度的アプローチ 社会的アプローチ

衆愚政治の助長

課題解決

地方分権について

　地方分権とは、国・府・市の仕事（権限）を最適に処理すること。そして、道州制とは、その受け皿と
なる国家規模の機構改革をいう。
　※地域主権は正式な言葉ではない。あえて使うなら地域主権改革。

・なぜ必要か
　ex). 許認可の権限、義務付け枠づけ、三重行政の解消、出先機関の廃止

・どんな影響が予測されるか
　ex). 関東一極集中から地方へと経済基盤が分散される
　　　従来の業務では処理しきれないので、混乱をきたす
　　　地域間格差が今まで以上に顕著になる
　　　住民の要望を叶えるための意思決定の裁量が大幅に拡大する（一部縮小）


